










 

はじめに 

 疾病を整理する終局的目標と考えられるのは,患者からえられた症状や検査

結果などの資料にもとずいて,患者を原因別に分けることである。 

 ところが,先天異常のなかには,患者資料と病因との関係がみつかっていなの

ものが多いから,症状の組合せを症候群(Syndrome)とよんで整理する方法がと

られている。 

 疾病を整理する方法は,生物の分類にならって,えられた資料にもとずいて分

類する人為分類とでもよばれる方法と,病因によって分類する自然分類とでも

よばれる方法の 2つが考えられる。国際疾病分類 1)のなかの先天異常の分類項

目は,主として死因統計に利用されており,障害された器官別の分類であるから,

どちらかといえば人為分類といえる。本稿中に紹介する Smith の分類 2)は,①

染色体異常,②環境因子,③遺伝病,④1 つの障害から派生した二次的障害とが

混在したAnomaladの4つの柱で整理されており,どちらかといえば,自然分類に

入るかも知れない。 


